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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
申請者の論文は中国北西部の半乾燥地域における降雨に関するものである｡ 中国北西部の半乾燥地はア
フリカのサハラ砂漠のような低緯度の乾燥地とは異なって全く雨が降らないのではなく降雨現象は暖候期
においては比較的頻度が高く生じている｡ この地域は東アジアで低気圧の発生の頻度の1番高い地域に属
しておりそのたびに雲が発生し雨が降っている｡ しかし,その雨量は少なく2番目に発生の多い九州西部
の10分の1以下の雨量しかない｡申請者はこの点に興味を持ちこの地域の降雨の給観的な解析を行ってい
る｡
その結果可降水量という立場からみるとこの場所が1300m ぐらいの高さにあるため他の湿潤地域に比
べて仝可降水量は半分ぐらいしかないが,上空同じ高度での可降水量は湿潤地域に比べても大差ない量存
在する｡ しかも地表面が高温になることから地上から500hpaまでの間の大気安定度は暖候期はほとんど
不安定である｡ それにもかかわらず雨量が年間100mm程度しかないことの原因はまず全降水量が少ない
事に加え夏期に小規模な範囲に降る夕立のような雨が存在しないこと,および,たとえ雨が降っても雨滴
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が高温乾燥した大気境界層を落下する間に蒸発してしまって地表面に達する雨量は極めて少なくなってし
まうということを示している｡
このことを説明するため100kmXIOOkm ぐらいの河西回廊における雨はこの地域内ではほとんどの場
合同時に生じており,そしてそれはトラフの通過の時に生じた撹乱によるもので,小規模範囲にだけ雨が
降る事はみられないという事実を域内26観測点の雨の発生頻度分布から示している｡ またこれらの観測点
の雨量は高い場所ほど雨量が多く,2000mでは年間600mm ぐらいの降雨が観測されているが中央の乎地
では年間100mm ぐらいしか降らないこと,また1回に数日間続く総観規模の降水期間中,最初は高い山
の観測点でのみ雨が観測され,雨滴の存在を示す相対湿度80%以上の領域も上空にしかなく地上に達して
いないが,後半になって始めて湿潤域は地面に達し地表でも雨が降り始めること,しかも雨量は地表で高
い場所の1/5以下しかないことなどの事実を示している｡
このような中国北部の半乾燥地において雨の少ないことの説明は申請者が最初に示したものであり,令
理的で現象をうまく説明しているものと考えられる｡この結論はこの半乾燥地の場合,中央平地の地面を
植物で被い表面温度を下げ相対湿度を増す事が出来たら雨は蒸発することなく落下し,この場所が半乾燥
地でなくなる可能性のあることを示すもので,将来の国土計画の上からも重要なものである｡ このような
点から本申請論文は博士 (理学)の学位論文として価値のあるものと判断した｡なお,本申請論文に報告
されている研究業績を中心として,それに関連した口頭試問を行った結果合格と認めた｡
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